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河川の樹林化とその対策について

1999年出水後

国土交通省
国土技術政策総合研究所
河川研究室 服部 敦

修攪乱と河原修復

樹林化の抑制をねらった河道設計
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千曲川 1947年 1999年

樹木繁茂面積の増加
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樹木繁茂域の拡大
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高水敷に多く繁茂する植物はあ
まり流失しなかった。

河原に多く河原に多く
繁茂する植物

どちらにも
繁茂する植物

高水敷に多く高水敷 多く
繁茂する植物

河道横断形状の変化
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礫床河川の地被変化の仕組み
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河道修復の概要

①河床材料となる礫の供給

②高水敷の掘削②高水敷の掘削
・低水路(河原)の拡幅

→ 現状より広い河原が自律的に維持可能である、河床変動
に関わるエコシステムの復元
(生態系の回復を目指した抜本的修復)

③植生管理③植生管理
・カワラノギクの播種、育成

・カワラ特有の植物群落の形成を妨げる移入種の刈り取り

→ カワラノギク(およびカワラ特有の植物)など絶滅危惧種の
個体数増加を増加を目指した緊急的保全
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床
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工

河道修復の概要

53.0km
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高水敷工

礫敷設供給 低水路(河原)の拡幅礫敷設供給 低水路(河原)の拡幅
河床材料:Dm=3.5cm,D90=10cm (礫床)
河床勾配:Ib=1/330
低水路幅=50～60m, 堤間=約300m
平均年最大流量: 620m3/s
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検点検

河道管理基本シートの紹介

河道管理の特質

①「管理」＝「目視点検」＋「経験的に培った洞察
力 「技術的な 「 夫力」＋「技術的な予測」＋・・・＋「工夫」
②種々の工夫を管理技術の改善に役立て，手法
化していくのも管理業務の一部
③実務で直面する事象は過去の経験や知見の
蓄積が十分にあるものばかりではない
④技術的な難易度の幅が非常に広いという難し④
さ
⑤多くの管理者が継続して管理技術を進化させ
ていくモチべーションを保てることも重要
→九州河道管理研究会を発足
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考えるべき現象がわかっている。
絞り込まれている。
ＡＮＤ 対策実施の判断基準が
明確。

考えるべき現象がわかっていない。
絞り込まれていない。
ＯＲ 対策実施の判断基準が不明
確

Ａ1：状態のトレンド把握が起点
Ａ2：定められた予測・評価の実
施が起点

（←絞られていない状況）
Ｂ：状態把握と予測・評価の組み
合わせが中心

定量的・工学的
予測手法あり

施が起点
・一般的な管理の実践段階にあ
り，したがって各河川で共通して
ルーチンで実施すべき管理項目

合わせが中心
・過去の検討事例など，管理対象
となりうる事象の設定と、その動向
から主に経験的に判断
・多くの検討事例の蓄積し、絞り込
みと指標化について検討

（↑定性的であることが多い）
Ｃ：問題の予兆の把握が起点
・定期点検等によって変状の発

（←↑あてもない状況）
Ｄ：実態に丁寧に触れた上での「気
づき」が起点

定量的・工学的
予測手法なし
OR 不十分

・定期点検等によって変状の発
生～進展の各段階を捉えて、そ
の都度措置の必要性を判断
・変状発生・進展の生じやすい条
件や場所など予測手法について
検討

づき」が起点
・特定の手法はなく，種々の調査
データを一括して分析することから
異変に気づき，洞察していく高度
な管理
・気づきの引き出しを多くし洞察力
を強化する経験知の共有について
検討

河道管理基本シートのサンプル



第9回「川の自然再生セミナー」
2011年10月9日開催

河川の樹林化とその対策について
国土交通省国土技術政策総合研究所

河川研究室長 服部 敦

http://www.rfc.or.jp/ 11

河川管理基本シートの使い方
■本シートを用いて行う判断
樹木の伐採や河道掘削による流下能力の改善
の必要性とその検討対象区間
護岸等の安定性に関する詳細な実態把握のた護岸等の安定性に関する詳細な実態把握のた
めの現地調査実施の必要性
■流下能力の管理のための情報
管理目標として定めた流量時の水位計算結果
（現況河道と樹木群の全伐採を想定した2種類）
堤防の整備状況等に応じて設定した管理基準水
位（サンプルでは計画高水位として整理）の縦断位（サンプルでは計画高水位として整理）の縦断
分布
■河川構造物の管理のための情報
最深河床高および平均河床高
護岸など構造的安定性が保たれると評価される
管理基準河床高

河道管理基本シートを用いた点検（樹木）
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河道管理基本シートを用いた点検（樹木）

伐採で目標に近い水位低下が見込める

河道管理基本シートを用いた点検（樹木）
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河道管理基本シートを用いた点検（洗掘）

河道管理基本シートを用いた点検（洗掘）

最深河床高が管理基準
河床高より低い

最深河床高が
近年下降傾向

洗掘部が堤防
に接近している
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河道管理基本シートを用いた点検（洗掘）

点検の実践例（菊池川水系合志川）

職員による目視点検職員による目視点検
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点検の実践例（菊池川水系合志川）
現地調査の実施

護岸の補修

根継ぎ
コンク
リート

覆 土

根固め

50cm

40cm

覆 土

護岸の補修

管樹木の管理

筑後川の検討事例

（九州地方整備局）
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樹木群落③ 樹木群落④ 樹木群落⑤樹木群落③ 樹木群落④ 樹木群落⑤
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樹木群落① 樹木群落⑦ 樹木群落⑧樹木群落⑥樹木群落②

樹木群落⑬上流左岸

樹木群落⑪
樹木群落⑩樹木群落⑨

貴重な植物を保全するための伐採範囲
流木化リスクをなくすための伐採範囲

土地利用を考慮した伐採範囲土地利用を考慮した伐採範囲

過去で最も大きい洪水であるS28洪水相当の出水が来た際に安
全に河川に水が流れるようにする。

治水上の目標：背後地の重要性を踏まえ以下の
ように設定する。

全に河川に水が流れるようにする。

現況樹木範囲では、過去最大の洪水相当の出水の際にHWL(洪水を安全に流
せる水面高さ)を超え、さらに堤防も超えて氾濫する可能性がある。

HWL・・・洪水を安全
に流せる水面の高さ

現況水位
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①水面上昇を抑えるために必要な伐採範囲

治水上、環境上、河川空間利用上で伐採が必
要な樹木範囲を整理

①水面上昇を抑えるために必要な伐採範囲
②伐採が望ましい樹木範囲
・倒木リスクを減らす為の伐採範囲
・良好な河川環境を形成する為の伐採範囲

・高水敷からのアクセス・景観を向上する為の
伐採範囲
③保全が望ましい樹木範囲
・堤防を防護する為に必要な樹木保全範囲

●水面上昇を抑えるために伐採が必要な範囲（1/3）
【樹木による水面上昇】

樹木が、まとまって繁茂する樹木が、まとまって繁茂する
と洪水が流れる範囲が狭まると洪水が流れる範囲が狭まる
ためため 水面が上昇し 氾濫する水面が上昇し 氾濫するため、ため、水面が上昇し、氾濫する水面が上昇し、氾濫する
危険性が高まる。危険性が高まる。

・ 樹木が点々とある場合
・ 樹木が連続して生えている場合

樹木が川の流れの邪魔
となり水面が上がるが影
響は軽微

木が増えると水面がより
高くなり、堤防を越える
可能性がある。

響は軽微
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過去に発生した最も大きい洪水であるＳ２８年洪水相当規模の洪水
が発生した時に、治水上の安全を保つために必要な最小伐採範囲

【治水安全度を満足させる最小伐採範囲】

残置樹木
伐採樹木

●水面上昇を抑えるために伐採が必要な範囲（2/3）

最小伐採範囲
伐採樹木
左右岸一方の伐採治水安全上伐採が

必須な範囲

⇒他の範囲で広範囲
に伐採することも可能

右岸樹木

岸

この範囲の樹木を伐採しないと水面が
HWLを超過する。

HWL・・・洪水を安全
に流せる水面の高さ

最小伐採範
囲の樹木を伐
採した時の水
位

現況水位

左岸樹木

【治水安全度を満足させる最小伐採範囲】

●水面上昇を抑えるために伐採が必要な範囲（3/3）

残置樹木
伐採樹木
左右岸一方の伐採治水安全上伐採が

必須な範囲

ゆめタウン久留米前

サッカーグラウンド前 西鉄天神大牟田線橋梁-宮の陣橋間
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【倒木リスクを減らす為の伐採範囲（根固めによる整理） 】

●伐採が望ましい樹木範囲の整理(1/4)

根固めブロックが設置されていない箇所で、河岸が侵食され倒木が
発生している。よって、根固めブロックに繁茂していない樹木を伐採
することが望ましいと考える。

根固めブロック位置
伐採対象外（根固めブロックに繁茂する樹木）
伐採対象（自然河岸に繁茂する樹木）

◎29/0

◎29/0 ◎30/0

◎30/0

◎31/0 ◎32/0

◎32/0

◎33/0

◎34/0

根固めが整備されており、河岸浸食
による流木発生は抑制される。

現況樹木範囲

◎31/0 ◎33/0
◎30/0

◎34/0

倒木の状況(1) 倒木の状況(2) 倒木リスクが高い状況：根元の河岸が侵食

根固めが整備されてい
ないため、河岸浸食に
よる流木発生が危惧さ
れる。

●伐採が望ましい樹木範囲の整理(2/4)
【良好な河川環境を形成する為の伐採範囲】

筑後川久留米市街の環境
高水敷はグランドやサイクリングロード等の整備が
行われており、筑後川の中では比較的単調な自然環
境となっている。

セイタカヨシ

オオタチヤナギ 高水敷利用

境となっている。

水際にはオオタチヤナギが繁茂しており、特定種の
セイタカヨシも一部に生育している。

セイタカヨシについて セイタカヨシ

久留米市街部の環境のイメージ

• 特定種として、各地で保全対象となっている。
• 日当たりの良い平地の水辺や湿地を好んで生育する。
多数の鳥類が繁殖場や採餌場として利用しており 特定種の

場に依
存した
生物

※特定種・・・学術上または希少性の観点から重要であると位置付けられた種

セイタカヨシ(出典：環境省HP)

• 多数の鳥類が繁殖場や採餌場として利用しており、特定種の
オオヨシキリ等も依存している。

• 河川敷の開発や造成等、堤防や河川敷の管理によって群落
が減少している。

• 本州から沖縄にかけて分布する多年草（九州北部には少ない）。
• 大型の植物で2～4mに成長する。
• 花期は8月～11月。
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【良好な河川環境を形成する為の伐採範囲】

●伐採が望ましい樹木範囲の整理(3/4)

セイタカヨシ

樹木が増えると、日当たりのよい草地を
好むセイタカヨシが生育できない

樹木がないと日当たりが良い為、セイタ
カヨシが生育できる環境になる

セイタカヨシは水湿地に群生することから、根固めの設置さ
れていない水際に多く分布している。よって根固めが設置
されていない範囲のオオタチヤナギは伐採し、セイタカヨシ
の生息域を確保することが望ましいと考える。

特定種セイタカヨシ生育範囲
根固めブロック設置範囲
樹木範囲

◎31/0 ◎33/0

◎29/0

◎29/0 ◎30/0

◎30/0

◎31/0 ◎32/0

◎32/0

◎33/0

◎34/0

◎34/0

息域を確保する 考 る。

セイタカヨシの現況群落位置図

伐採対象箇所

【高水敷からのアクセス・景観を向上する為の伐採範囲】

水際まで近付くことができ、親水性や見通しを良くするために、高
水敷が整備され、利用頻度の高い場所は、優先的に伐採するこ
とを提案する。

●伐採が望ましい樹木範囲の整理(4/4)

◎31/0 ◎33/0

◎29/0

◎29/0 ◎30/0

◎30/0

◎31/0 ◎32/0

◎32/0

◎33/0

高水敷利用範囲

伐採対象箇所

サッカーグラウンド

公園、遊歩道

駐車場、公園、遊歩道
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●保全が望ましい樹木範囲の整理(1/2)
【堤防を防護する為の樹木保全範囲】

高水敷の幅が狭いと堤防に速い流れが直接ぶつかり、堤防
が侵食、破壊される可能性がある。
【洪水時】

湾曲部等で速い
流れが発生

湾曲部等で速い
流れが発生

速い流れが
堤防に直接
ぶつかる

樹木を保全
し、洪水から
堤防を保護

堤防を防護する

高水敷幅が狭い

●保全が望ましい樹木範囲の整理(2/2)

高水敷が狭く、堤防近傍で速い流れが発生する範囲は、樹
木を保全することが望ましいと考える。

堤防を防護するために保全
が望ま 箇所

【堤防を防護する為の樹木保全範囲】

堤防を防護するために保全
が望ましい箇所

・・・樹木がない場合に2m/s以上

が望ましい箇所

の流速が発生する範囲

注：2m/sの流速が堤防近傍で発生す
る箇所は、堤防を防護するために護
岸の設置が必要となる。
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●伐採範囲の提案

以上の結果を重ね合わせ、伐採範囲として下図の案を提以上の結果を重ね合わせ、伐採範囲として下図の案を提
案する。案する。

水面上昇を抑えるた
めに必要な伐採範囲

流木化リスクを減らすための
伐採範囲
良好な河川環境を形成する
ための伐採範囲

堤防を防護するための保全範囲

◎31/0 ◎33/0

◎29/0

◎29/0
◎30/0

◎30/0

◎31/0 ◎32/0

◎32/0

◎33/0

◎34/0

◎34/0◎31/0 ◎33/0

◎29/0

◎29/0
◎30/0

◎30/0

◎31/0 ◎32/0

◎32/0

◎33/0

◎34/0

◎34/0◎31/0 ◎33/0

◎29/0

◎29/0
◎30/0

◎30/0

◎31/0 ◎32/0

◎32/0

◎33/0

◎34/0

◎34/0

高水敷からのアクセス・景観を
向上させるための伐採範囲

ための伐採範囲
残置樹木
伐採樹木

右岸樹木

目的に応じた伐採実施区間水面上昇を抑える為に必要な伐採区間

水面はHWLを超過しない。

HWL・・・洪水を安全
に流せる水面の高さ

提案した範囲
の樹木を伐採
した時の水位

現況水位

右岸樹木

左岸樹木

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

水
位
[m
]

HWL 右岸堤防 左岸堤防 現況樹木 樹木無 樹木延伸

樹木の管理が必要

現況樹木範囲でH.W.Lを超過

樹木が延伸し続けると、堤防から越水する可能性有

判断地点(33.6k)

一番安全度が低い
地点で判断

9

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

距離[km]

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

水
位
[m
]

HWL 右岸堤防 左岸堤防 樹木無 13全群落伐採 下流6群落伐採

検討範囲の中で13群落を伐採

検討範囲(久留米市街部)

検討範囲の中で下流６群落を伐採

13群落を伐採するとH.W.L以下になる

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

距離[km]

現況樹木範囲で水位が出水時にH.W.Lを超過

昨年度設定した13群落の樹木を伐採する(出水時水位＜HWL) →その後どう管理していくか？

13群落全てを管理する
→まんべんなく管理

13群落のうち下流６群落を重点的に管理する
→下流を重点伐採するとその上流区間全体が水位低減

定量的に評価(負担と効果)

伐採量？
伐採頻度？
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伐採パターンと
樹木群落再形成のシナリオ

①樹木の生長速度（高さ）
・1m/年
・最大高さはH21調査時の高さとする
・最大高さを10mと設定

②群落拡大速度（横断幅）
・伐採後、河岸際から樹木が繁茂し始める条件
・横断方向の群落拡大速度は、堤防に向かって1m/年
・最大幅はH21調査時の幅とする

③群落拡大速度（縦断延長）
・縦断延長は、伐採後年数によらず一定値
・その延長はH21調査時の値とする

伐採箇所・頻度による流下能力経年変化
・伐採量の差違

HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]
-0.4 

-0.2 

0.0
HWL

HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]
-0.4 

-0.2 

0.0
HWL

HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]
-0.4 

-0.2 

0.0
HWL

HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]
-0.4 

-0.2 

0.0
HWL

HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]
-0.4 

-0.2 

0.0
HWL

HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]
-0.4 

-0.2 

0.0
HWL

累積樹木伐採量

200

250
全伐採後放置 全区間毎年1群落伐採

全区間毎年2群落伐採 全区間毎年3群落伐採

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0年後 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後

全伐採後放置 全区間毎年1群落伐採 全区間毎年2群落伐採 全区間毎年3群落伐採

下流樹木のみを伐採するよりも
水位低減効果が優れている

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0年後 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後

全伐採後放置 下流毎年1群落伐採 下流毎年2群落伐採 下流毎年3群落伐採

累積樹木伐採量

200

250

全伐採後放置 下流毎年1群落伐採

下流毎年2群落伐採 下流毎年3群落伐採

全区間の樹木を伐採するよりも水
位低減効果が劣っている

累積樹木伐採量

200

250
全伐採後放置 全区間毎年1群落伐採

全区間毎年2群落伐採 全区間毎年3群落伐採

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0年後 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後

全伐採後放置 全区間毎年1群落伐採 全区間毎年2群落伐採 全区間毎年3群落伐採

下流樹木のみを伐採するよりも
水位低減効果が優れている

累積樹木伐採量

200

250
全伐採後放置 全区間毎年1群落伐採

全区間毎年2群落伐採 全区間毎年3群落伐採

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0年後 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後

全伐採後放置 全区間毎年1群落伐採 全区間毎年2群落伐採 全区間毎年3群落伐採

下流樹木のみを伐採するよりも
水位低減効果が優れている

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0年後 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後

全伐採後放置 下流毎年1群落伐採 下流毎年2群落伐採 下流毎年3群落伐採

累積樹木伐採量

200

250

全伐採後放置 下流毎年1群落伐採

下流毎年2群落伐採 下流毎年3群落伐採

全区間の樹木を伐採するよりも水
位低減効果が劣っている

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0年後 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後

全伐採後放置 下流毎年1群落伐採 下流毎年2群落伐採 下流毎年3群落伐採

累積樹木伐採量

200

250

全伐採後放置 下流毎年1群落伐採

下流毎年2群落伐採 下流毎年3群落伐採

全区間の樹木を伐採するよりも水
位低減効果が劣っている

0

50

100

150

0 年後 5 年後 10 年後 15 年後 20 年後 25 年後
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伐採の効率の検討例

効率高

効率低【
負
担
】 効率中

効率中

大
＜グラフの見方＞
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採
面
積
(年
平
均
)[
1
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-
3
m
2
] 全伐採放置

全区間毎年1群落伐採

全区間毎年2群落伐採

全区間毎年3群落伐採

下流毎年1群落伐採

効率低

×
1
0
-
3 [
m
2 ]

8cm 下流側を伐採した方

効率高

【効果】

効率中

高 低

小

0
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3

-0.100.000.100.200.300.40

【効果】HWLからの余裕高=HWL-33.6k地点の水位[m]

【
負
担
】
平
均
伐
採

下流毎年2群落伐採

下流毎年3群落伐採

効率高

8cm 下流側を伐採した方
が効果が高く負担が
小さい＝効率が高い

各手法を組み合わせた対策の
フレーム
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流下能力確保の観点からの樹木管理
の全体像

●再繁茂時の粗度状況を考慮した河道設計
●出水攪乱による再繁茂抑制を考慮した河道設計
●管理マージンを持たせた河道設計（管理計画との一体化）

再繁茂

出水攪乱→

面積・高さ
→粗度係数

目標（整備効果確保）

伐採判断基準

点検
●目視主体の定期点検
●基準（気づき）
●詳細調査＋実施の判断

再繁茂
速度

出水攪乱
樹木の流失

経過年数

管理マージン

伐採時の工夫
（再繁茂の抑制）
●伐根
●結実期前の伐採
●樹皮剥離

維持管理（定期的な伐採）
（○○m2/△△年）
●効率化検討（計画）
●予算
●PPP（民官連携）

実

各手法を組み合わせた対策

伐採時の工夫河道設計

樹木群
拡大

管理計画
の実践

再繁茂の
進行速度 定期的伐採

PPP

流下能力の上下流バランス

定期点検（河道測量・樹木等繁茂範囲）
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再繁茂速度による管理の差違

速度大

速度小

管理マージン小

上 流 流 能力バ

・点検のしやすさ（頻度など）

面積・高さ
→粗度係数

目標

伐採判断基準

以下の観点で比較

管理マージン大

・上下流の流下能力バラ
ンスの制御しやすさ
・点検結果の吟味・伐採
など実施判断の切迫

経過年数

再繁茂の進行速度の違い？
残した樹木群から広がる 伐採範囲に広く出現

伐採した面積の大きさ
に比例？

残した面積の大きさに
比例？
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群落面積の拡大・縮小速度

国総研資料161号
礫床河川に繁茂する植生の洪水攪乱に対する応答，遷移および群落拡大の特性 －多摩川と千曲川の礫河原を対象として－

千曲川での観測例

国総研資料161号
礫床河川に繁茂する植生の洪水攪乱に対する応答，遷移および群落拡大の特性 －多摩川と千曲川の礫河原を対象として－
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ご静聴 が ござご静聴ありがとうございました


